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学位論文内容の要旨
緒 言
障害者のQOLを維持するためには,歯の喪失を防止することが重要である･そのために障害
者における歯の喪失に影響する要因を明らかにし,歯の喪失防止を図ることを目的として,障
害者における全身の骨量と歯の喪失との関連に関する研究を行った･
本研究は以下の3項目について調査 ･研究を行った.研究 Ⅰでは,障害者と鯉常者の骨量を
比較し,骨量に影響する要因に関する検討を行った･研究Ⅱでは,障害者における骨量と口腔
をはじめとする身体の状況および生活習慣との関連について調べた.研究Ⅲでは,歯周病を原
因とする歯の喪失に影響する要因の一つとして,骨量の関与について検討した･
なお,本研究は岡山大学大学院医歯薬学総合研究科の倫理委員会の承認を得て行われた (承
艶番号579).
研究 Ⅰ
対象と方法
平成21年 1月から平成 22年 3月までの期間に岡山大学病院特殊歯科総合治療部 (現スペシ
ャルニーズ歯科センター)を受診した患者で,障害を有する20歳以上50歳未満の患者の中か
ら協力が得られた者を対象とした.
骨量の測定は,超音波骨量測定装置 Benusα○(日本光硯杜)を使用し,躍骨において行った･
骨量のパラメーターとして骨量面積率を用いた･
生活習慣に関する調査は,以下の7項目に関するアンケー トで行った･アンケー ト項目は,
骨折経験,月経,出産経験,移動方法,運動状態,喫煙および飲酒であった･
障害者群と健常者畔における年齢および骨量の比較にはマン ホーイットニー U検定を用い
た.既往歴および生活習慣の比較にはカイ二乗検定またはカイ二乗独立性検定を用いた･
結 果
障害者群は44人 (男性 17人,女性 27人)で平均年齢は34.4±8･2歳 (男性 33･4歳,女性
35.1±8.9歳)であった.健常者群は26人 (男性8人,女性 18人)で,平均年齢は33･6±9･3
読 (男性 30.9±8.7歳,女性 34.8±9.5歳)であった.障害者群と健常者群における年齢は,
男女および総合ともに有意差は認められなかった.骨量は男女および総合ともに障害者群で有
意に低かった.
既往歴の比較では出産経験を持つ者の割合は健常者群の方が有意に多かった･生活習慣の比
較では女性の運動において陣容者群の ｢動きが少ない｣傾向が有意に高く,男性の喫煙習慣お
よび飲酒習慣を持つ者の割合において健常者の方が有恵に多かった.
研究Ⅱ
対象と方法
対象は研究 Iにおける女性の障害者とした.対象者を｢高齢者の医娘の確保に関する法律(旧
老人保健法)｣による骨粗懲症検診 ･保健指導マニュアルで定められた基準に従い,骨量面積
率29.5%以上であった者を正常骨主群,29.5%未満であった者を低骨量群として2群に分けた.
全身状態 (年齢,身長,体重,BMI),生活習慣 (骨折経験,月経,移動方法,運動状態,飲
酒および抗てんかん薬常用),口腔の状態 (定期受診,介助磨き,初診時の歯数,初診から測
定時までの経過年数)歯の喪失 (歯数および原因)について比較した.口腔状態は口腔内診査,
歯の喪失に関しては診療録および画像資料による回廟調査を行った.
正常骨量群と低骨亜群との比較は,年齢,身長,BMI,初診時の歯数,経過年数および喪失
歯数についてはマン ホーイットニー U検定を使用,骨折経験,月経,移動方法,運動状態,飲
酒および歯の喪失原因についてはカイ二乗検定またはカイ二乗独立性検定を使用した.
結 果
歯周病が原因で歯が喪失した割合は,低骨丑群で健常者群よりも有意に多かった.他の項目
については両伴間に有意差はなかった.
研究Ⅲ
対象と方法
研究Ⅱと同一の障害者歯科患者女性 27人が,岡山大学病院特殊歯科総合治療部初診時に有
していた,合計歯数 704歯とし,歯周病原因で喪失した歯に彫響した要因について解析した.
対象者が初診時に有していた各歯が,歯周病原因で喪失したか否かを目的変数とし,年齢,BMI,
骨量,初診時における欠損歯数,経過年数および抗てんかん薬常用の各要因を説明変数とした.
各要因について単項ロジスティック回帰分析を行い,その結果より尤度比検定による変数増加
法を用いて,最適ロジスティックモデルを構築,多項ロジスティック回帰分析を行い,影響の
大きさをオッズ比によって定量化した.
結 果
単項ロジスティック回帰分析において,有意であったのは初診時における欠損歯数,骨量,
抗てんかん薬常用およびBMIであった.多項ロジスティック回帰分析の結果,有意なオッズ比
を示した項目は初診時における欠損歯数および骨量であり,初診時における欠損歯数が多いこ
と (オッズ比 1.73)と低骨量 (オッズ比51.4)の影響が強かった.
まとめ
研究Ⅰ,皿およびmで明らかになったのは,①障害者群は健常者群よりも骨量が低い,②女
性の障害者における低骨丑群は正常骨量群よりも歯周病で歯を喪失する割合が高い,③歯周病
での歯の喪失には,欠損歯数とともに骨量が大きく影響している,の3点であった.また,本
研究結果から歯の喪失に全身の骨量が強く影響していることが示されたことから,障害者歯科
受診患者の初診時のスクリー ニングとして骨量の測定は有用ではないかと示唆された.
学位論文審査結果の要旨
障害者の QOLを推持するためには,歯の喪失を防止することが重要である.本論文
は,歯の喪失の身体的要因の一つとして,全身の骨量に着目し,障害者歯科受診患者
における骨量の実態および骨量と歯の喪失原因との関連について検討したものであ
る.研究は3つ分けて行われており,それらの要旨は以下のとおりである.
研究 Ⅰでは,障害者と健常者の骨量を比較し,骨量と関連する生活背景要因を検討
した.研究Ⅱでは,障害者における骨量と口腔をはじめとする身体の状況および生活
背景との関連について調べた.研究Ⅲでは,歯周病を原因とする歯の喪失に対する骨
量の関与について多変量解析により検討した.
研究 Ⅰでは,骨量は男女および総合のいずれにおいても,障害者群が健常者群より
低い値を示した.生活習慣の比較では運動状態の項目において,女性の障害者で ｢動
きが少ない｣傾向がみられた.
研究Ⅱでは,対象者の女性の障害者を骨量によって正常骨量群と低骨量群の2群に分
けた.2群間で,全身状態,生活習慣,口腔衛生 ･口腔内状態,歯の喪失について比較
した結果,低骨量群において歯周病が原因で歯を喪失する割合が健常者群よりも有意に
高かった.しかし,その他の項目では両群間で有意な差はみられなかった.
研究Ⅲでは,女性の障害者において,歯周病が原因で喪失した歯について,影響した
と考えられる要因について解析した.その結果,女性の障害者において歯周病が原因で
歯が喪失するのは,初診時の喪失歯数と骨量の低下が影響していたことが明らかになっ
た.よって,全身の骨量の低下が歯周病の進行に影響しているのではないかと示唆され
た.
本論文は,障害者の歯の喪失に全身の骨量が影響していることを示し,障害者歯科
受診患者の初診時のスクリー ニングとして,骨量の測定が有用であることを示唆して
おり,障害者の健康保持に寄与する意義あるものと評価できる.
よって,審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める.
